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１．目的

全長 20mm のヤイトハタ種苗を 20万尾種苗生産す
る。これら種苗を二次飼育し、全長 50 ～ 100mm の養
殖用種苗 161千尾を配付する。

２．方法

種苗生産には、水産海洋技術センター石垣支所で

養成している親魚から採卵した受精卵を使用した。石垣

支所から空輸した受精卵は、到着後直ちに生産水槽に

収容した。生産には屋内円形 50kL 水槽、屋外円形
30kL 水槽を用いた。飼育水には紫外線殺菌ろ過海水
（以下 UV 海水）を使用し、主に循環式種苗生産を行
なった。

循環式種苗生産は、種苗生産水槽をF水槽とし、濾

過沈殿槽をS水槽として自給式ポンプで海水を循環させ

た。濾過沈殿槽の濾材として主にアナアオサを入れ、繁

茂したアナアオサは定期的に水槽外に取り除いた。

孵化率は、 1L ビーカーを用いて、水槽壁面付近 5
カ所から採水した海水に含まれた孵化仔魚を計数し求

めた。水面の油膜やゴミ取りを目的に、園芸用潅水スプ

レイを 1 カ所設置した。通気は、長さ１ m のユニホース
を 5本、エアストーンを 5カ所、中央付近 2カ所の合計
12 カ所に配置した。ストレーナーは水槽中央付近に設
置し、成長や注水量に合わせて網の目合いを交換し

た。

餌料に用いたワムシは、 S 型ワムシ大分株とクロレラ
工業より購入した S 型ワムシを使用した。両株ワムシと
も日齢 3 から種苗取上まで給餌した。給餌量は、飼育
水槽中のワムシ密度が 10 ～ 20 個体／ mL 程度とな
るように調整した。ワムシを給餌する際には、二次強化

水槽（ 1kL アルテミア孵化槽）にて濃縮ナンノクロロプ
シス、ハイグレード生クロレラ V12 （以下 HG ：クロレラ
工業製）、スーパー生クロレラ V12 （以下 SV ：クロレラ

工業製）による栄養強化を行った。栄養強化の方法は、

10 億個体あたり濃縮ナンノクロロプシス 1.5L 、
HG1.5L 、 SV を 1.5L の割合で添加し、 6～ 15時間
培養した。種苗生産水槽に残存したワムシの飢餓防止

と水質安定を目的に、濃縮ナンノクロロプシスを 10 ～
20 万細胞／ mL の濃度を目安に飼育水に添加した。
アルテミアは、溶殻したユタ産アルテミアのふ化幼生を

日齢 10前後～日齢 25 に与えた。日齢 25以降には、
スーパーカプセルパウダー（クロレラ工業株式会社製）

を 1 千万個体あたり 7g の割合で添加し 6 時間栄養強
化して与えた。アルテミアの給餌回数は、 1 ～ 2 回／
日とし、給餌量は投与後 1 ～ 2 時間で食べ尽くされる
量とした。また、中国産冷凍コペポーダ(以下冷凍コペ)
及び配合飼料を日令 15 頃から与え始めた。配合飼料
（オトヒメ B1 ・ B2 ・ C1 ・ C2 ）は成長に応じて餌の粒径
を変え、手撒き及び自動給餌機（ YDF ・さんし郎）を用
いて給餌量と給餌頻度を適宜調節した。

二次飼育は、種苗生産と同じ屋内円形 50kL水槽お
よび屋外四角 50 ｋ L 水槽に設置したモジ網（縦 2m×
横 3.5m× 丈 1.5m ： 10kL ）で行った。モジ網の目合
いは、二次飼育開始時は 3.0mm とし、種苗の成長に

応じ 5.0 ～ 7.0mm に換えた。活魚選別器（愛知県淡

水養殖漁業協同組合：ソロッターくん KTS － 300 ・
500 ）、スリット幅 3.5 、 4.0 、 6.0 、 8.0mm を用いた選
別作業を 5 ～ 10 日毎に実施し、同時に水槽替えとモ
ジ網交換を行った。飼育水には生海水を使用し、注水

率 2 ～ 3 回転／日程度とした。配合飼料の給餌には
自動給餌機（松阪製作所：さんし朗）を使用し、 1 日の
給餌量を魚体重の 10%を目安に与え、成長に合わせ
て 3～ 5%へと調整した。
二次飼育における生産回毎の種苗の成長は、平均

体重から全長を推定して求めた。生産回大きさ別の各

水槽から 7 日毎にタモ網を用いて 20 ～ 100 個体の種
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苗を無作為に取り出し、総魚体重をｇ単位で計り、生産

回毎の平均体重を求めた。また、全長は、仲盛他

（ 2003 ）の体重と全長の関係式

体重＝ 0.00002×全長 2.9521

から推定全長として算出した。

３．結果及び考察

種苗生産に用いた受精卵の収容状況と種苗生産結

果を表 1 に示した。受精卵は、石垣支所において
2015年 2月 21日～ 5月 19日、栽培漁業センターに
おいて 2015 年 9 月 3 日・ 10 月 3 日に採卵された浮
上卵を使用した。循環式種苗生産を計 4 回 6 水槽で
行い、孵化仔魚 423 万個体から平均全長 21.4mm の
種苗 34 万個体を生産した。掛流式種苗生産は日齢
25 で大量減耗したため生産を取り止めた。生産毎の濾
過沈殿槽の設置状況と海藻類などの収容状況を表 2
に示した。濾過沈殿槽では増殖したアナアオサを約 10
日毎に取り上げた。

二次飼育では、全長 17～ 40mmの種苗 34万尾を
39 ～ 142 日間飼育し、約 19 万尾の養殖・研究用種
苗を譲渡した（表 3 ､ 4 ）。二次飼育の生残率は、 40～

65%であり、主な減耗要因は、死亡魚が残っていないた
め共食いと考えられた。また、疾病では白点病により

1,368尾の種苗が斃死した。
二次飼育における生産回別の体重の推移を図 1 に

示し、平均体重から推定した全長の推移を図 2 に示し

た。 2 月下旬から生産した 1 回目の種苗は 12 月下旬

には平均体重 300 ｇ、推定平均全長 250mm 前後に成

長した。 3 月中下旬から生産した 2 回目の種苗は 12

月下旬には平均体重 170g 、推定平均全長 220mm 前

後に成長した。

養殖用種苗は、沖縄本島周辺漁協に 53 千尾、石垣
島に 93 千尾を譲渡し、需要調査時の要望数から変更
された譲渡要望数を配付することができた（表 4 ）。
また、半閉鎖循環式陸上養殖システムを用いたヤイト

ハタ種苗の高密度中間育成試験において 1 ・ 2回目の

合計 17,503個体を供試魚とした（表 4 ）。
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表 1 2015年（平成 27年度）のヤイトハタ種苗生産結果
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表２ 種苗生産毎の濾過沈殿槽設置状況

表３ 2015年（平成 27年度）のヤイトハタ種苗生産と二次飼育の結果

表４ 2015年（平成 27年度）ヤイトハタ種苗の譲渡状況
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